
留学費用

（生活費の内訳/月平均）

交通事情と留意点

居住環境

日本から持参した方
がよいもの

お金の管理や受け取
りについて

通信事情

1. 通学などに関しての交通事情や留意点について記入してください。
特にありませんが、日本と異なりドイツは右側通行なので横断歩道などを渡る時に気をつけるとよいと思います。

　　　寮:（　　　　　　） 人部屋（1 日　　  食付）、　　　　　     ホームステイ
　　　民間アパート　      その他（   　　   　　　　　　）
・住居はどのようにして探しましたか。
渡独前に同じ地域へ留学している日本人学生の集まりに参加したのですが、そこで私がドイツに到着するのと同時期に
日本へ帰国する留学生がいると知って、その方が住んでいたお部屋を譲っていただきました。

電気製品については、私は変圧器は持たずにドイツの電圧にも対応できるもの（ドライヤー）のみ持って行きました。

銀行口座は開設しましたか　（　   　    はい    　　       いいえ　）
・どのような手続きが必要でしたか?
渡独前にオンラインで開設手続きをしました。実際に口座内のお金を使用するにはドイツの住所登録などが必要だったの
で、その後の手続きは渡独後に行う流れです。

・その他、使い勝手の良い方法があれば教えてください。
私は口座を使えるようになってから（決済方法が現金のみのお店以外は）全て銀行のデビットカードで支払いをしていま
した。特に嬉しかったのは使用する度にアプリの通知がくるので不正利用の心配がなく利用できていた点です。

　　■E-メール  □電話　■SNS■スカイプ等無料通話サービス
・お薦めできる日本への通信方法はありますか。

治安状況（学外） 渡航先の治安は
　（□日本より良い 　□日本と変わらない 　■日本より悪い 　□日本よりかなり悪い）

・特に近づかない方がよいと感じた地区や場所はありましたか。

学費･寮費以外に大学へ納入するもの（あれば）　（　　　　　　77.7　　　　　　）€/1セメスター
（徴収された費用の名目を具体的に:　administration fee として　　　　　）

医療事情 1. 渡航前、海外留学生保険には加入しましたか　（  □した  　■しなかった）

加入した保険名:（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

保険料:約 （　　　　　　　　　　　　） 円

2. 渡航先の医療保険には加入しましたか　（　■した　□しなかった　□強制加入）

保険料:約 （　　　　　　　　　　　　） 円

・留学先の医療情報:

1. 留学にかかった総費用:約（      　　　　　　　　      ） 円
2. 留学費用を負担した機関等を選んでください。（複数選択可）
　□受入機関　　■九大　　□JASSO　　□奨学財団　　　■私費　　□その他　（　　　）
3. 上記私費以外を選択した場合、助成、奨学金等の名称:
　　（九州大学「海外留学支援事業」 (大学院 中・⾧期留学支援)）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月額:約 （  　　　　          ）  円

現地生活情報
生活費（月額） 生活費計（　　　　853　　　　）€/月

住居費:約（　　　　450　　　　）€、　光熱水料:約（　　　　　84　　　　　）€

食  費:約（　　　　　　　　）円（外食の目安は 　　　　　  円/回）

通信費:約（　　　　15　 　　）€（現地および日本の携帯電話、インターネット)

交通費:約（　　　　　　　）円、

その他（具体的に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）:約（　　　　　　　）円
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事前手続き（ビザ申請など）

ビザ

その他の事前準備

語学力

志望動機

あなたが感じた留学
先大学の魅力は?

留学時に関しての質問

1.　ビザの申請時期は?
               　   出発前　　       入国時　           その他（　　　　　　　　　　　　　　　）
2.　取得したビザの種類はなんですか?　（　　　　　　　　学生ビザ　　　　　　　　　　　　　　）
3.　ビザの申請先はどこでしたか?
　　　　（　　　　　　　　　　　　カールスルーエの外国人局　　　　　　　　　　）
4.　ビザ取得までの所要日数は?　　　　　（　　　　約60　　　　）日

5.　申請に必要な書類を教えてください。
申請書・住民登録証明書・パスポート・顔写真・医療保険加入証明書・滞在目的の証明書（入学許可書・滞在費
用の証明書）
6.　手続き方法　　　□オンライン申請　　■窓口申請　　　□郵送申請　　□代行申請
・手続きするにあたり注意すべき点、困ったこと等があれば教えてください。
外国人局で対応してくださる方が英語を話せないケースは珍しくなく（私もそうでした）慌ててしまいそうになりますが、必
要書類を抜かりなく準備しておけば大丈夫です。あとは身振り手振りと強い心持ちでなんとかなります。

その他、済ませておきべき準備があれば記入してください。（現地での現金調達準備、携帯電話購入、荷物運送な
ど）

1. どのような準備をしましたか。
留学先はドイツでしたが授業は英語で行われるとのことだったので、ドイツ語より英語に力を入れていました。
留学前に国際学会へ参加する機会に恵まれたので、添削を重ねながら英語のペーパーやポスターを作成したり、実際に
海外で自分の研究内容を英語で説明したりした経験は、英語力の向上意識へと繋がりました。これにより、留学を決め
てからは、短期間ではありましたがスクールに通うなど英会話を強化しようと奮闘した思い出です。
また、生活においてドイツ語も見たり聞いたりするだろうと思い、ドイツ語会話のスクールにも短期集中的に通ったりもしまし
た。

2. 出発時点のＴＯＥＦＬ等の公的試験の最終得点は、何点でしたか。
試験の名称:（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　EFSET　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
スコア:　（　　　　　　　　55　　　　　　　　）点

留学先大学

1.  あなたがこの留学先を選んだ理由は?
私は当時、楽器・楽曲制作など音楽的なパフォーマンスを主な研究内容としており、その発展性や専門性をより広い視
野で捉え高めたいと思い、メディアアートの最先端を学ぶべくHfGへの留学を希望しました。HfGはメディアアートで有名な
Center For Art And Media Karlsruhe(ZKM)と密接な関わりを持つため、先端的な芸術を学ぶことができます。ま
た、HfGの様々なコースに所属する学生たちだけでなく、西洋古典音楽の伝統を引き継ぐ近隣の音大生までも参加する
議論などを通して、ドイツらしくも多様な観点からアートを見つめ直せると考えたためHfGを志望先としました。

やはり大学がZKMと連結しているのは大きいと思います。また、学内でもエントランスで学生の作品が並んでいたり、季節
ごとにイベントなどが行われていたりするので、常にアートに触れることができ、自ずと制作意欲も高まりました。
授業は（私が受講した限りでは）座学は少なく、基本的に参加型のものが多かったです。例えば、ジャム・セッションやプ
ログラミングのワークショップなど様々なセミナーがありました。
特に、ディスカッションがメインとなるクラスでは、専門の異なる学生はもちろん、ゲストスピーカーとして実際にその方面で活
躍しているアーティストなども参加したりしていたので、志望動機に記載したような留学前の期待通り、多様な観点の意
見が興味深く、勉強になりました。
更に、セメスターが終わるごとに成果発表会のようなパーティもあり、確実に自分の作品を披露できる機会があったのはよ
かったと思います。
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語学力（つづき）

授業内容

Max Welcome Week 2

Hören und Lesen: Grundlagen der Klangtheorie und der
Klangpraxis

2

!1 - ichiigai (Wintersemester 2019│2020) 2

Max Meet You Week 2

Post-digitale Ästhetik – Post-digitale Utopien und ihr
Einfluss auf Musik- und Klanggestaltung

2

!1 - ichiigai (Sommersemester 2020) 2

4. 履修登録に関するカウンセリング等はありましたか。
　　　　　　　　　　　　　　　（  　　　　 はい 　 　　　　　 いいえ  ）
　　　「はい」の場合、具体的にどのようなものでしたか。

5. 留学先での単位認定はありましたか。（ 　　　　　　 はい   　　　　　　　　　 いいえ  ）
　　　「はい」の場合、認定された科目・単位数: （ 　　　　　）　科目（  　　　　　） 単位

1. あなたが履修した科目の概要・内容などを具体的に教えてください。
　　　　　　　（授業科目名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（週当たり時間数)(取得単位数）

3. 現地生活を開始した当初についてお尋ねします。
①日常生活の面で外国語能力は十分でしたか。
　    ほとんど困らなかった。
　    すこし困った。
　    かなり困った。
　    全く何もわからなかった。
②日常生活でおおむね困らなくなるまで何ヶ月ぐらいかかりましたか?
　　　　　　　（ 　　3　　 ）ヵ月ぐらい
4. 現地での大学の授業を受け始めたとき、外国語能力は十分でしたか。
4-1. ①授業を聞いて理解したり、発言やプレゼンテーションする場面:
　    ほとんど困らなかった。
　    すこし困った
　    かなり困った。
　    全く何もわからなかった。
②授業でおおむね困らなくなるまで何ヶ月ぐらいかかりましたか?
　　　　　　　（　　3  ）ヵ月ぐらい
4-2. ①授業の準備で文章を読んだり、レポートを書く場合:
　    ほとんど困らなかった。
　    すこし困った。
　    かなり困った。
　    全く何もわからなかった。
②おおむね困らなくなるまで何ヶ月ぐらいかかりましたか?
　　　　　　（ 　　　 ）ヵ月ぐらい

履修登録・単位認
定

1. 出発前に履修登録はできましたか。（             はい　　          いいえ）

2. 到着後の履修科目の変更・追加はできましたか。
　　　　　　　　　　（  　　　　　 はい 　           　 いいえ  ）
　　「はい」の場合、どのような方法で変更・追加しましたか。
       □窓口　　　□電話　　 □FAX　　□インターネット　　 □郵送  　■メール
       □その他:（   　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ）

3. 一学期あたりの履修科目・単位数は:（　　3　　） 科目　　（　　　   ） 単位
　　　　　　　（  　　　多すぎた　　　　　ちょうど良かった 　　　　　　　少なかった  ）
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学内施設・環境等

② プロジェクトルーム、研究室などの作業スペース
　　　　　　　　（□利用しやすい 　□ 普通  　□利用しにくい　■利用しなかった）
　　利用時間や手続き方法:

③ 図書館   （□利用しやすい 　□ 普通  　■利用しにくい　□利用しなかった）
　　利用時間や手続き方法:

④ 運動施設  　（□利用しやすい 　□ 普通  　□利用しにくい　■利用しなかった）
　　利用時間や手続き方法:

⑤ 学生食堂  　（□利用しやすい 　□ 普通  　■利用しにくい　□利用しなかった）
　　利用時間や手続き方法:

③予習・復習について:
予習については、私が参加していた授業がどれも当日に題材がわかるものだったりしたので、あまり必要ありませんでした。
ただ、復習については、当然のことではありますが、演習系の授業で履修後も自分の知識として習得しておこうと思ったら
復習（というより日々の積み重ね）がかなり重要です。実際担当教員にもそう言われました。

④試験:
私が受講したクラスは試験がなかったのですが、その分、セメスター終わりの発表会で自分の作品を披露していました。普
段の授業で受けた刺激や習得した技能を自分の表現したいものと組み合わせながらいかに制作に反映するかを問われ
ていたような気がします。

1. International Office のサポート体制
       （□利用しやすい 　■ 普通  　□利用しにくい　□利用しなかった）
具体的に:
Officeが開いてる時間がまちまちで事前にメールで対応してほしいことを連絡しておくとよいです。

2. 留学先大学の教員のサポートについて（コミュニケーションはうまくとれていましたか?）
具体的に:
大変良くしていただきました。もはやその教員のサポートがなければ留学もうまくいかなかったと思います。そのくらいよく声を
かけていただきましたし、配慮もいただきました。International Officeよりも気さくに相談できていました。

3．各学内施設の使いやすさについて記入してください。また、利用可能時間や具体的な利用手続き方法をそれぞれ
記入してください。
① 工房　　　（□利用しやすい 　□ 普通  　□利用しにくい　■利用しなかった）
　　利用時間や手続き方法:

・語学面の習得に努力した点や、専門分野での進歩につながる点などを記述してください。
語学については、日々英語で授業に参加したり、学友と交流したりしたことが語学向上へ繋がりました。意識的に行って
いたこととしては、自宅で一人の時もナチュラルな英語に慣れるべく、英語音声と英語字幕をつけて映画やアニメを見てい
たことです。
専門分野での進歩としては、参加した授業がどれも身になるものばかりで、特にジャム・セッションでは新たな音楽体験が
できました。ディスカッションでも自分にはなかった観点からの意見をもらうことができ、それが帰国後の研究に通じる要素と
なっています。
2. 学年暦（学期・休暇）と現地での授業スタイル、予習・復習、試験等の準備について具体的に教えてください。

①学年暦:授業開始/終了日を教えてください。
 　   Semester   　Ⅰ（　　　　　　　　-　　　　　　　　）  Ⅱ（　　　　　　　　-　　　　　　　　）
　    Quarter　 　　Ⅰ（　　　　　　　　-　　　　　　　　）　Ⅱ（　　　　　　　　-　　　　　　　　）
    　　　　　　　 　 　Ⅲ（　　　　　　　　-　　　　　　　　）　Ⅳ（　　　　　　　　-　　　　　　　　）

②授業スタイルはどのようなものでしたか?
　　　　講義　　　　　　演習　　　　　　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　　１クラス人数　　（クラスによってまちまちですが大体4, 5人～10人弱までという印象です　）人
　　気づいたこと:
前述したように基本的に参加型の授業が多いです。そのため、自分がどれだけ積極的に参加できるかが重要となってきま
す。
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インターンシップ

その他

　　　　　　　　2020　　　　　　　年　　　　8　　　月　　　　10　　　日

2016年12月芸工作成

⑦ 学内通信環境    （■利用しやすい 　□ 普通  　□利用しにくい）
　　利用時間や手続き方法:

4. 大学内は安全でしたか。
                 　（ □九大より安全 　 ■九大と変わらない 　 □あまり安全ではない  ）
・あまり安全ではないと感じた点は、どんなところですか

・学内で安全について特に気をつけていたことはありますか。
特にありません。

インターンシップに関する情報はありましたか
　　　　（　  　はい  　　  　いいえ　  　  　わからない　）
・具体的な情報があれば教えてください。

課外活動・学外交流などについて実践したことがあれば、記入してください。

⑥ クリニック/ヘルスセンター
 　              　（□利用しやすい 　□ 普通   □利用しにくい　■利用しなかった）
　　利用時間や手続き方法:
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